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上・左  エントランス・ホールを抜けてまず最初に通る「グ
レート・ホール Great Hall」。奥（出入り口ドア付近）の
壁に使われているオーク材は17世紀のもの。天井には石
膏で模られたハワード家の家紋などが見られ、それらを
仕切る梁にも壁同様オーク材が使われている。３代目ブ
レイブルック卿による改装部分。 上・右  白、ベージュな
どを基調とし、全体的に落ち着いた印象の「サルーン Saloon」。17世紀ジャコビアン調を代表する装飾的な石膏天井、
18世紀の一族の肖像画、19世紀のカーペットと家具が設えてあり、各時代のものがそれぞれに調和した部屋となって
いる。下・左  『グレート・ドローイング・ルーム Great Drawing Room』 下・右  『リトル・ドローイング・ルーム Little 
Drawing Room』。ともに18世紀、ロバート・アダムがデザイン。この２部屋はグランドフロアに位置し、どちらも天
井がとても低く、建築家、アダムを悩ませる。しかし、彼はこれを逆手にとり、壁、天井、家具を同じ色調で揃え、
椅子などの家具も背丈の低いものを置くという「細工」で、部屋全体の圧迫感を最小限に抑えた。

ジェームズ１世(在位1603-1625年)の時代、王族の歓待と、一族の権力誇示のため、

元々修道院であった建物を大改築して作り上げられた「オードリーエンド・ハウス」。

今号では、大改築からおよそ400年を経たこの館を征くことにしたい。

野心と見栄の華麗なる競演

オードリーエンド・
      ハウスを征く

オードリーエンド・
      ハウスを征く
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ジョン・グリフィン・グリ
フィン卿が 1760年代に屋
敷内に作ったゴシック様式
の『プライベート・チャペ
ル』。グリフィン一家と使
用人たちがここで祈りをさ
さげていたという。

ヴィクトリア時代に敷地内に作られたキッチン・ガーデ
ン内の温室。様々な野菜が栽培されている。

敷地内を流れるケム川は、1760年代にデザインの一部として、
流れを『ヘビ状』に緩やかに曲げられ、そこにロバート・ア
ダム設計による石橋（写真奥）がかけられた。
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19世紀、ヴィクトリア朝時代、「階下の社会生活 life below stairs」と表現され、
支配者階級の人々の身の回りの世話や家事に従事していたのは、労働者階級（被

支配階級）の出身者たちだった。当時、困窮を極めていた労働者階級の人々にとっ

ては、支配者階級の家庭への家事奉公に就くということは、住居と食事が確保さ

れる「快適な暮らし」の保障を意味していたという。とはいえ、あくまで階下の

生活であることに変わりなく、厳しいハウスルールとマナーが存在し、24時間、

365日のほぼすべてを奉公先の家族にささげなくてはならなかった。今回訪れた

オードリーエンド・ハウスは、ヴィクトリア朝時代を陰で支えた彼／彼女ら、使

用人の当時の働きぶりが伺える「使用人別棟 The Service Wing」が一般公開され
ている、英国内でも珍しいマナーハウスの一つ。1881年当時の状態が復元されて

おり、きらびやかな屋敷内の世界とは異なった、当時の様子を見学できる。

ヴィクトリア時代に
おける縁の下の力持ち
使用人たちの別棟で、貴族社会の裏側を体験

●格付け―使用人といえど

も、その中で上から下ま

でランクがはっきりと分

かれていた。ユニフォー

ム、食事の場所はもちろ

ん、屋敷内や別棟内です

ら出入りできる場所がラ

ンクにより異なっていた。

●給与―オードリーエンド・

ハウスでの給与は、他の

貴族屋敷に比べて高かっ

たとされている。通常給

与に加えて、食事、部屋

が保障されているほか、

お茶やビール、砂糖など

も自由に手にすることが

できたという。ただ、同

一内容の仕事でも男女格

差が激しい。〈例：1881年、

女性料理人のエイヴィス・ク

ローコムさんの給与 ￡50／年 
前任者の男性料理人 ￡120／
年（およそ2.5倍差）〉

●日常生活―毎朝４～５時には

起床。就寝は家族が寝静まった

深夜以降になることも。当然

現代のような電化製品はない

時代なので、洗濯、調理、洗い

物などは、重労働である上、時

間を要し、単調きわまりないも

のだった。休暇は基本的に１ヵ

月に１度のみ。

オードリーエンド・ハ
ウスの別棟は洗濯室、台
所、乳製品調理室（dairy 

room）の主に３つのエリアからなる。
洗濯室は乾き物と濡れ物を扱う部屋
がそれぞれに分かれている。濡れ物洗濯
室（wet laundry room）にある、煮沸用
の釜。不衛生から来る伝染病も深刻だっ
た時代、煮沸消毒は重要な行為といえ
た。乾き物洗濯室のアイロン。石炭
で加熱された鉄製アイロンは、非常に
重い上に持ち手も熱く、現代とは比べ
物にならないほど使い勝手が悪かった
ことが伺える。乳製品調理室。手前
には、バター成形用の木ベラが並んで
いる。バターを作るために牛乳をか
くはんする装置。乳製品専門のメイド
が使用していた。メインの台所。自
然光が十分に入る広いスペースが確保
してある。狩猟獲物用貯蔵室。狩猟
はブレイブルック卿の趣味で、仕留め
た獲物はここで保管された。ゲスト
に振る舞うために用意されたであろう
デザートの色鮮やかなレプリカ。

厳しい上下関係が存在したヴィクトリ
アン朝の使用人の世界。男性はバトラー
を筆頭に、女性はハウスキーパーを筆
頭に、細かく役職が振り分けられてい
た。オードリーエンド・ハウスの1880
年代は、ブレイブルック夫妻２人に対
して、30人ものお抱え使用人がついて
おり、各自夫妻とそのゲストたちをも
てなすために毎日身を粉にして働いて
いた。●A  ハウスキーパー、●Bバトラー：
使用人のまとめ役であり、使用人の作
業一切を取り仕切る使用人の中で一番
上の地位。 ●C デイリーメイド：主にバ
ターなどの乳製品を作る担当。中堅職。
●Dスカラリーメイド：女性使用人の中で
も最も身分が低く、野菜、食器洗いな
ど単調な仕事を担当するメイド。奉公
を始めたばかりの十代の若い少女が一
番先に就く職。●E ルームボーイ：ハウ
スキーパーとバトラーの小間使い。銀
食器磨きから、石炭の調達まで、頼ま
れることすべてをこなす、男性使用人
の最下級の職。












